
令和４年度第１回 安城市文化財保護委員会 
 

日 時 令和４年６月４日（土） 

午前１０時から１１時３０分頃まで 

場 所 安城市歴史博物館 講座室 

 
 
１ 安城市民憲章 
 
２ 辞令交付 
 
３ 異動職員紹介 
 
４ 教育長あいさつ 
 
５ 委員長・副委員長選出 
 
６ 協議事項 
 
（１）令和３年度文化財保護関係事業結果について .......................................................... Ｐ.５ 
 
（２）令和４年度文化財保護関係事業計画について ....................................................... Ｐ.１１ 
 
（３）令和４度指定文化財の管理調査について .............................................................. 資料１ 
 
（４）その他 
 
７ 報告事項 

 

（１）史跡本證寺境内整備検討会議・石垣修理について 
 

（２）姫小川古墳崩落防止対策工事について   
 
（３）聖徳太子絵伝・善光寺如来絵伝の修理について 
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安 城 市 民 憲 章          

わたくしたちは安城市民です。 

わたくしたちの愛する安城を、いっそう魅力にみちた 

生きがいのあるまちにするため、市民生活の心がまえとして、 

この憲章を定めます。 

わたくしたちは、 

＊たがいに助け合い、住みよいまちをつくりましょう。 

＊きまりを守り、良い習慣を育てましょう。 

＊自然を愛し、きれいな水とみどりのまちをつくりましょ

う。 

＊教養を高め、若い力を育てましょう。 

＊健康で、明るく楽しい家庭をつくりましょう。 

－昭和４７年１１月１日制定－ 

 
 

●安城市民憲章推進協議会● 
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安城市文化財保護委員名簿 

令和４年５月１日  

  （五十音順）  
 

氏 名 役  職 就任年月 備 考 

１ 天野
あ ま の

 淳
あつし

 愛知県立半田農業高等学校校長 H22.5.1 
再 任 

植 物 

２ 安藤
あんどう

 弥
わたる

 同朋大学教授 H26.5.1 
再 任 

仏教史 

３ 飯塚
いいづか

 恵
え

理人
り と

 椙山女学園大学教授 H28.5.1 
再 任 

芸能史 

４ 岩田
い わ た

 敏也
と し や

 東海工業専門学校非常勤講師 H22.5.1 
再 任 

建築史 

５ 片岡
かたおか

 晃
あきら

  安城市歴史博物館館長 R元.5.1 
再 任 

博物館長 

６ 神谷
か み や

 菜穂
な お

 
日本美術院 院友（元名古屋城本丸

御殿障壁画復元模写従事） H30.5.1 
再 任 

美術修復 

７ 神谷
か み や

 浩
ひろし

 徳川美術館副館長 R2.5.1 
再 任 

美 術 

８ 川
かわ

﨑
さき

みどり 日本考古学協会会員 H8.5.1 
再 任 

考 古 

９ 鷹巣
た か す

 純
じゅん

 愛知教育大学教授 H26.5.1 
再 任 

美 術 

１０ 野本
の も と

 欽也
き ん や

 西尾市史編集委員 H26.5.1 
再 任 

民 俗 

 
  



4 
 

令和４年度事務局名簿 

氏 名 役 職 主な担当業務 専門 

加藤
か と う

 浩
ひろ

明
あき

 部長 
統括 

生涯学習部全般に関すること 
  

邨
むら

澤
さわ

 英夫
ひ で お

 課長 
統括 

文化振興課全般に関すること 
  

齋藤
さいとう

 弘之
ひろゆき

 課長補佐 文化財係全般に関すること 考古 

後藤
ごとう

 麻里絵
まりえ

 主査 

文化財保護委員会・本證寺境内・姫小川古

墳整備事業・文化財悉皆調査・埋蔵文化財

に関すること 

考古 

河村
かわむら

 紀孝
まさたか

 主事 
本證寺ワークショップ・普及啓発・文化財

悉皆調査に関すること 
考古 

榊原
さかきばら

 崚介
りょうすけ

 主事 
補助金・普及啓発・建造物・文化財悉皆調

査に関すること 
民俗 

植田
うえだ

 美郷
みさと

 
専門職任期付 

発掘 
埋蔵文化財に関すること 考古 

石原
いしはら

 奈緒子
なおこ

 
専門職任期付 

発掘 
埋蔵文化財・建造物に関すること 考古 

富野
とみの

 顔
かお

 
専門職任期付 

発掘 
埋蔵文化財に関すること 考古 

 ※太字が異動してきた職員 
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６ 協議事項 

（１）令和３年度文化財保護関係事業結果について 
 
①  文化財保護事業 

（ア）市指定文化財の新規指定 
〇令和３年度は新規指定１件（木造阿弥陀如来立像・本龍寺（和泉町）） 
※国指定７件、県指定１２件、市指定２０８件 計２２７件 
※県指定「榎前のクロガネモチ」は、今年度指定解除予定 

〇登録有形文化財（建造物）に西心寺（川島町）本堂・山門の２件が追加 
※神谷家住宅座敷他１４件、安城農林高等学校正門門柱１件 計１７件 

 
（イ）文化財保存管理等謝礼及び史跡の清掃謝礼  

○管理等謝礼   
国指定文化財     ６，０００円  ３件 二子古墳、姫小川古墳、本證寺境内 
県指定文化財     ５，５００円  ６件 本證寺本堂等 
市指定（建造物、史跡）５，０００円 ５０件 
市指定（天然記念物） ４，５００円  ８件      
市指定（その他）   ４，０００円 ６５件            

計１３２件（６７団体等）５９７千円 
○清掃謝礼       ５，０００円 １５件（１４団体等） ７５千円 
 

（ウ）天然記念物の保護増殖 
 マツクイムシ防除業務（桜井神社のクロマツ・永安寺の雲竜の松） １，４８５千円 

 
（エ）本證寺内堀環境調査事業             ３３０千円 

平成２１年度に本證寺内堀にかつて咲いていたハスを再生するために始まり、翌年度設立された

「本證寺ハスの会」とともに矢部隆氏（元愛知学院大学）に委託して外来生物の駆除と生育環境整備

を行っている。令和３年度は、全体的に生育良好だった。 
 

（オ）文化財悉皆調査                 ８９１千円 
令和元年度より鷹巣純委員に委託して市内寺院の文化財（美術工芸品）の調査に着手した。３年度は

４寺院で調査を実施した。調査した寺院及び日程については以下の通りである。 

６月 ２日 願力寺（古井町）（予備調査） 

６月 ９日 西蓮寺（東端町）（予備調査） 

９月１８日 本龍寺（和泉町） 

９月２５日 西蓮寺（東端町） 

１１月 ５日 願力寺（古井町） 

１月２８日 法行寺（東町）（予備調査） 

３月２２日 法行寺（東町） 

 

（カ）歴史的建造物緊急調査  

取り壊される建造物等の記録保存 ７７０千円（倉敷紡績分１，６００千円） 

令和３年度の取り壊し等に伴う歴史的建造物緊急調査は、溝口正人教授（名古屋市立大学）に委託して
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以下の物件の調査を実施した。 

５月２８日 高木町Ｉ家 

６月 ４日 花ノ木町大見家 

１０月２０日 倉敷紡績株式会社安城工場第一工場等 

１２月 ９日 同上 

１２月１６日 同上 

１２月２３日 同上 

２月２６日 根崎町宝林寺座敷、藤井町旧ヤマ三みかん園主屋・倉庫（予備調査） 

３月１５日 今本町Ｋ家 

３月１６日 同上 

３月１７日 安城町杉本家 

 
（キ）文化財防火訓練 

   １月２２日 円光寺（桜井町）で予定していたが中止 

 

（ク) 文化財管理調査 
〇１班：８月１１日 
専超寺のケヤキ（専超寺、今本町）、永安寺の雲竜の松 （永安寺、浜屋町）、柴田助太夫墓碑（浜屋町内

会、浜屋町）、鎌倉街道及び花の滝伝承地（里町町内会、里町）、榎前のクロガネモチ（個人、榎前町）、

信照寺のシイ（信照寺、榎前町） 

〇２班：９月１０日 

堀内貝塚（安城市、堀内町）、堀内の大イチョウ（個人、堀内町）、堀内古墳（堀内天神社、堀内町）、山

伏塚及び野田家墓碑（個人、桜井町）、桜井戸跡（下谷総代、桜井町）、碧海山古墳（個人、桜井町）、姫

地下壙（個人、姫小川町）、姫塚古墳（浅間神社・個人、姫小川町）、二子古墳（桜井神社・安城市、桜井

町） 

〇３班：９月２日  

藤の里伝承地（村高天神社、村高町）、村高の大クス（村高天神社、村高町）絹本著色 方便法身尊像、紙

本墨書 六字名号、絹本著色 真宗七高僧像、絹本著色 親鸞聖人、絹本著色 聖徳太子像（法行寺、東町） 

〇４班：８月４日 

箕輪城址（光明寺、箕輪町）、高棚村絵図、芦池絵図（高棚町内会、高棚町）、木造 薬師如来坐像（高棚

町薬師当番）、旧明治郵便局局舎及び官舎、学甫堂附石灯籠・つくばい（個人、和泉町） 
 
（ケ）史跡説明看板リニューアル 

二子古墳、安城市場神、獅子塚古墳、鎌倉街道及び花の瀧伝承地、桜井町棒の手伝承地の５枚を更新 
 

（コ）指定無形民俗文化財保存・伝承事業補助 
桜井町下谷棒の手保存会              ８０千円 
安城の三河万歳保存会              １４０千円 
桜井神社のまつり囃子保存団体（７団体中５団体） １００千円 ※２団体コロナのため辞退 

 
（サ）文化財保存事業補助 

都築弥厚茶室（西蓮寺）            ６４３千円 
水月寺のシイ（西別所町内会）         １９２千円 
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②   史跡整備事業 

（ア）史跡本證寺境内整備検討会議 
作業部会 ４月１１日（日）（現地開催） 
第７回  ７月２０日（火）（歴史博物館講座室・Web開催） 
作業部会 ３月 ６日（日）（現地開催） 
第８回  ３月 ９日（水）（市民ギャラリー会議室・Web開催） 
第６回  ３月２７日（日）（現地開催） 

参加者：村岡幹生、鈴木正貴、丸山宏、岩田敏也、川﨑みどり、安藤弥、小山興圓、矢田正勝、 
牧浩之、（岩井浩介調査官、山内良祐技師） 

 
③ 文化財啓発事業 
（ア）主催事業   
Ａ 安祥文化のさとまつり 

安祥文化のさとには、歴史博物館・埋蔵文化財センター・市民ギャラリー・安祥公民館・安祥城址公

園があり、これらの施設を広く市民に親しんでいただくために平成１８年度から実施している。令和２

年度は、１０月９日（土）と１０日（日）の開催であった。映像による三河万歳演舞や歴史講演会など

多彩な事業を実施した結果、参加者は５，２４３人であった。 

 

月  日 主 な 事 業 人 数 

１０月８～１７日 
歴史のひろば展 歴史団体活動発表展 

発掘のあゆみ展「発掘☆あんじょうの古代」 
１，３６５ 

１０月８～１７日 ギャラリー企画展「Ｈｏｍｅ～ホーム～」 １，４８９ 

１０月９日 

歴史講演会「ヒトか神か！土器からみた古代人」 

ＮＰＯ法人古代人邇波の里・文化遺産ネットワーク 

理事長 赤塚次郎 氏 

９６ 

１０月９・１０日 歴史ウォーク １３ 

１０月９・１０日 歴史体験（勾玉づくり） １８４ 

１０月９日 桜井凧づくり １０ 

１０月９日 弥生土器づくり ７ 

１０月１０日 子ども武者行列 ３０ 

合計  ３，１９４ 

 

Ｂ 夏休み子ども考古学講座 

月 日 講  座  名 人 数 講 師・担 当 

８月８日 古墳時代の鏡づくり ８ 文化財係 

８月２９日 土器ドキ晩ゴハン ２１ 文化財係 

合 計   ２９  
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Ｃ あおぞら歴史教室 
月 日 講  座  名 人 数 講 師・担 当 

１０月３日 明治用水と農林学校 ８  川﨑みどり氏 

１１月６日  福釜のあゆみ５００年 １２ 神谷友和氏 

１２月４日  いずみ野のコースを歩く １２ 片岡 晃氏 

合 計   ３２    

 
（イ）出前授業等 

月 日 団  体  名 人 数 講 師・担 当 

４月３日 安城ふるさとガイドの会 ２４  齋藤 

４月１０日 ハスの間引き ７５ 文化財係 

４月２４日 未来寺子屋① １４ 文化財係 

５月１日 安城ふるさとガイドの会 １７ 齋藤 

５月６日 コープ野村自治会 ３０ 石原 

５月８日 西別所町 ２６ 植田 

６月２６日 未来寺子屋② １３ 文化財係 

７月１７日 未来寺子屋③ １３ 文化財係 

８月２１日 未来寺子屋④ １２ 文化財係 

１０月２日 安城ふるさとガイドの会 ２１ 齋藤 

１０月１６日 未来寺子屋⑤ ９ 文化財係 

１０月２９日 シルバーカレッジ23期生 ４０ 榊原 

１０月３０日 徳川家康のルーツを探るバスツアー① ８ 河村 

１１月１０日 北部小学校 １２３ 神谷 

１１月２０日 未来寺子屋⑥ ９ 文化財係 

１１月２５日 今村楽寿会 ３４ 植田 

１１月２５日 東部小学校 ７４ 河村 

１１月２６日 徳川家康のルーツを探るバスツアー② １０ 河村 

１２月２日 桜井公民館高齢者教室 ４０ 榊原 

１２月３日 二本木公民館高齢者教室 ４１ 河村 

１２月１４日 今池小学校 ６７ 神谷 

１２月１６日 里町小学校 ９２ 神谷 

１２月１８日 徳川家康のルーツを探るバスツアー③ ９ 河村 

１２月１８日 未来寺子屋⑦ １４ 文化財係 

１月１５日 未来寺子屋⑧ １５ 文化財係 

１月１９日 桜町小学校 １１２ 神谷 

１月２７日 今村楽寿会連合会 ３０ 石原 

２月２２日 西部小学校 ９１ 神谷 

２月２４日 作野小学校 １０３ 神谷 

合計 （２年度：１２講座４５６人） １．１６６ 計２９講座 
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（ウ）土器づくり教室 

 開催日数 １４日 参加者数 ３０人 ボランティア延べ人数 ５６人 

（令和２年度は開催していない。） 

 

（エ）報道関係・出版物掲載 

月 日 内     容 掲載・放送 

４月１０日 ハスの間引き ＣＢＣ 

４月１０日 ハスの間引き ＫＡＴＣＨ 

４月１１日 ハスの間引き 中日 

４月１１日 本證寺内堀 中日 

５月２日 慶円上人の伝説 中日 

５月１０日 新美南吉と牛 中日 

７月７日 本證寺ハス開花 中日 

７月９日 夏のきょうえんいち 安城ホームニュース 

８月１２日 名城レッツゴー 本證寺 中日 

８月２６日 本證寺盆踊り中止 中日 

８月２７日 「生き地獄だった」三河地震 安城ホームニュース 

９月１７日 安城の偉人「岡田菊次郎」を知って 中日 

１０月７日 安城農林１２０年 中日 

１０月８日 安城農林１２０年 中日 

１１月１０日 きょうえんいち「お供え物プロジェクト」 中日 

１１月１９日 安城農林１２０年 中日 

１２月９日 安城農林１２０年 中日 

１２月２０日 南吉ピアノ 中日 

１月２９日 新指定文化財（阿弥陀如来立像） 中日 

 計１９回  （２年度：１１回）  

 
（オ）埋蔵文化財センター発掘調査報告展 

元年度市内遺跡発掘報告展 

「発掘☆あんじょうの古代」（展示室C：１０月８日～１０月１７日） １，３６５人 
（２年度利用者数 ４４０人） 

  
④ 埋蔵文化財調査事業 
（ア）令和３年度発掘届等の概要 
  今年度における発掘の届出等の件数は６９件。埋蔵文化財有無照会等は７８５件であった。 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

151 523 1,430 704 530 207 1,517 714 346 165 220 205 6,712 
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発掘調査 １７件 試掘・確認調査 ２３件 

工事立会 ３０件 慎重工事 ２２件 

 

（イ） 主な調査概要 

ア 本證寺境内 

史跡整備に先立つ学術調査。本堂西側の外堀と内堀の間（整備予定地）では、戦国期～江戸時代の沼

（面積不明）の堆積を確認し、沼以外の場所は大きく改変されていることが分かった。また、沼埋没後

は耕作地として使われていたことを確認した。 
堀は、戦国期と江戸時代後期とでは、これまで想定していた位置と異なる場所を巡っていた可能性が

出てきた。 
 

イ 堀内貝塚遺跡 

溝・掘立柱建物跡・土坑・ピットなどの遺構が確認された。遺物は古代の須恵器・土師器が出土して

おり、この時期が遺跡の中心とみられる。他方、本調査地は堀内貝塚や堀内古墳に関連する時期の遺物

は乏しい。 
 

ウ 中開道遺跡 
竪穴建物跡・土坑・ピット・特殊遺構（火葬施設・地下坑）が確認された。遺物は、須恵器や土師器

などが出土し、古代の時期が主体である。竪穴建物跡は、調査区に４棟以上と高い密度で分布してお

り、古代の時期は、調査地周辺が集落の中心であった可能性が高い。 
 

（ウ）報告書等刊行物 
発掘調査報告書第４８集「安城西鹿乗地区の遺跡Ⅱ 圦上遺跡」 

発掘調査報告書第４９集「平成１４年度～１７年度市内遺跡調査報告 寺下貝塚 五反田遺跡 山ノ寺

遺跡」  

市内遺跡発掘調査報告展（令和２年度）  

 

（エ）出土木製品保存処理 
発掘調査により出土した木製品１９点の保存処理、６点の樹種同定を行った。 

 
⑤ 史料整理活用事業  
（ア）事業内容  

文書史料・民具資料の調査・収集・整理・保存のために、市内に存在する資料の調査や整理等を行った。 

〇資料累計  歴史資料 ８３，７９９点  民俗資料 １６，４６７点 
〇資料群数  寄贈資料群 １６件   調査（借用）資料群 ０件 
〇購入資料  １０件１０８点 
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（２）令和４年度文化財保護関係事業計画について 

 
① 文化財保護事業 １８，４７９千円（＋５，７８１千円） 

（ア）指定無形民俗文化財保存・伝承事業補助（例年どおり） 

桜井町下谷棒の手保存会          ８０千円 
安城の三河万歳保存会          １４０千円 
桜井神社のまつり囃子保存団体（７団体） １４０千円 

 
  （イ）文化財保存事業補助 

堀内の大イチョウ腐朽枝除去      １６７千円 

学甫堂修理            ３，３５５千円 

碧海山古墳雑木除去          １２１千円 

聖徳太子絵伝・善光寺如来絵伝修理 １，８５４千円 

  

（ウ）文化財悉皆調査 美術工芸品悉皆調査（４寺院程度） ９６２千円（例年どおり） 

 

（エ）建造物緊急調査  

歴史的建造物の記録保存(４件)  ７７０千円（例年どおり） 

文化財報告書「安城の神社建築」  ４，０００千円 

 

（オ）史跡説明板リニューアル修繕 １，５００千円（例年どおり） 

板面修繕済７６基中４３枚 

 

（カ）本證寺内堀環境整備事業委託料 ３３０千円（例年どおり） 

平成２３年度から実施している本證寺内堀のハス再生に向けた事業。外来生物の駆除を継続し、ハス

の生育環境整備を行う。 

 

（キ）文化財保存管理等謝礼及び史跡清掃謝礼 ７５９千円（例年どおり） 

 

（ク）市制施行７０周年記念 東海道の松並木補植工事 １，２０５千円 

 

② 史跡整備事業 ２５２，４４９千円（＋２４４，２９１千円）  

 

（ア）本證寺境内整備事業土地購入費 ９０，０００千円 

   対象地：野寺３３ 

 

（イ）本證寺境内整備事業物件補償費 ６０，０００千円 

  （ア）の土地の建物補償および立木補償 

   

（ウ）本證寺境内石垣修理設計・工事監理 ５，１４８千円 

 

（エ）本證寺境内石垣修理工事 ４６，９５９千円 

 

（オ）姫小川古墳崩落防止工事 ３４，７０７千円 
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③ 文化財啓発事業  ６，８０１千円（＋４，４６３千円） 

 

（ア）主催事業 

〇夏休み子ども考古学教室 （鏡づくり、塩づくり、土器づくり、土器炊飯） 

〇安祥文化のさとまつり  １０月８日（土）・９（日） 

〇あおぞら歴史教室の実施（題名は未定） 

日程：１０月１日（土）、１１月１３日（日）、１２月１０日（土） 

講師：川﨑みどり氏、片岡晃氏、神谷友和氏 

 

（イ）出前授業等 

   依頼等に応じて実施 

 

（ウ）土器づくりボランティアの活動支援 

新型コロナウィルス感染症によりしばらく見合わせ 

 

（エ）発掘のあゆみ展 

安祥文化のさとまつりにあわせて、企画展を実施 

 

（オ）安祥文化のさとまつり講演会 

   伊藤厚史氏（名古屋市教育委員会学芸員） 

 

（カ）令和３年度市内遺跡発掘調査報告展 

     本證寺境内、堀内貝塚遺跡、中開道遺跡等 

 

（キ）市制施行７０周年記念 西三河棒の手交流大会実施 ２，３１８千円 

 

（ク）大河ドラマ関連 ２，００４千円 

 

④ 埋蔵文化財調査事業 ８４，４０５千円（＋１７，１３６千円） 

 

（ア）発掘調査 

〇住宅建設等、開発に伴う緊急発掘調査・試掘確認調査 

〇本證寺境内整備事業のための確認調査(学術) 

 

（イ）発掘調査報告書の発刊 

「史跡本證寺境内Ⅱ」 

「保科正直邸跡 北加美遺跡Ⅱ」 

  

（ウ）出土木製品保存処理 

発掘調査により出土した木製品と金属製品の保存処理を行う 

 

（３）令和４度指定文化財の管理調査について 資料１ 


